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本研究は、職場におけるインクルージョンの促進ならびにインクルーシブなビジネスおよび社会の実
現に向けた戦略と課題を調査する。主な⽬的は⼆点あり、第⼀に、⽇本における職場でのインクルージョ
ンおよびエクスクルージョンの実態を探ること、第⼆に、特に社会的 SDGs との関連に着⽬しつつ、フ
ィリピンにおけるインクルーシブな成⻑の推進および社会経済的格差の是正において、現地企業および
多国籍企業が果たす役割や実践を検証することである。 

第⼀の論⽂では、⾃発的に⽇本に在住している外国⼈のインクルージョンおよびエクスクルージョン
の経験に関する継続中の研究を、管理職および経営層へのインタビューを通じて発展させる。これによ
り、職場のインクルージョンに関するリーダーシップの視点を明らかにするとともに、⽇本における国
内出⾝のリーダーと外国⼈リーダーの間に⾒られる共通点および相違点について考察する。第⼆の論⽂
では、マルチ・ステークホルダー・アプローチを採⽤し、発展途上国において企業がインクルーシブな社
会の形成にどのように貢献しているのか、あるいは⼗分に貢献できていないのかについて調査する。こ
れら⼆つの研究を通じて、インクルージョンおよびサステナビリティに関するマルチステークホルダー
かつ異⽂化的な視座を提⽰する。研究成果は、企業レベルおよび社会レベルの双⽅において、インクルー
ジョンを促進または阻害する要因を明らかにするものである。 


